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	出 願 資 格 審 査 要 領（３月募集）（Ａ）
	１． 審査申請者
	・一般入試　出願資格（９）の者
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	２
	履修・成績証明書
	1通  ２年次末まで，又は３年次において修得した単位，
	成績を記載したもので出身大学長又は学部長が作成したもの。なお，証明書は原本又は，原本証明したものであること。
	３
	推薦書
	1通   所属大学学部長又は指導教員が作成したもの。
	４
	取得資格を証明する書類
	（該当者のみ）
	履歴書に記載した取得資格を証明できる書類（資格証明書の写しなど）
	５
	返信用封筒
	長形３号封筒の表面に郵便番号，住所，氏名を記入し，
	460円分の切手（簡易書留）を貼付してください。
	３． その他自己の学力を示す書類等
	　(注)　出願書類が日本語又は英語以外で書かれたものは，必ず日本語訳を添付してください。
	　   日本語訳については，公的機関または公的翻訳資格を有する者が行ったものに限ります。該当する者（機関）が無い場合は，第三者（機関）によるものとします。
	３．申請締切日及び提出場所
	申請期間  令和８年２月９日（月）16時まで
	提出場所  滋賀大学入試課　（〒522-8522　彦根市馬場一丁目1番1号 ）
	書類審査
	１．申請書類で本研究科が必要と判断した場合は，その他の関係書類の提出を求めることがある。
	２．３年次学生の入学試験合格者は，大学の課程を３年で終り，引き続いて大学院修士課程へ入学するものであるため，大学の在籍は中途退学として取り扱われ，大学の卒業資格は得られないことを承知しておくこと。
	なお，大学を卒業していることを要件としている各種資格試験の受験資格の有無については，各自各機関において確認すること。また，大学院入学後の修業年数及び修得単位を基に，学位授与機構の審査及び試験によって学士の学位を取得する途は開かれている。
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	・ 一般入試 出願資格（10），外国人留学生入試 出願資格（４）及び派遣社会人入試 出願資格（６）の者
	本研究科において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力がある
	と認めた者で，令和８年４月１日現在，22歳に達した者
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	１通　・公益財団法人日本国際教育支援協会と独立行政法人国際交流基金が主催の日本語能力試験（JLPT）レベルN1の成績通知書の写しを提出してください。
	・本学データサイエンス学部及び本研究科の外国人研究生として在籍している者は，提出する必要はありません。
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	　　　　　日本語訳については，公的機関または公的翻訳資格を有する者が行ったものに限ります。該当する者（機関）が無い場合は，第三者（機関）によるものとします。
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